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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

　

回次
第23期
第１四半期

連結累計(会計)期間

第24期
第１四半期

連結累計(会計)期間
第23期

会計期間
自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日

売上高 (百万円) 25,679 28,600 118,142

経常利益又は経常損失(△)(百万円) △　1,789 2,398 4,456

四半期(当期)純利益又は四
半期純損失(△)

(百万円) △　1,627 1,598 975

純資産額 (百万円) 29,339 30,855 30,266

総資産額 (百万円) 104,114 94,938 94,593

１株当たり純資産額 (円) 636.61 684.89 668.82

１株当たり四半期(当期)純
利益金額又は四半期純損失
金額(△)

(円) △　37.90 37.22 22.72

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 26.3 31.0 30.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 909 △　1,328 9,093

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △　  851 △　　225 △　2,572

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,405 1,291 △　9,982

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 14,677 9,466 9,717

従業員数 (名) 1,412 1,412 1,438

(注)１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　ておりません。

　　２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３  第23期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当た

　り四半期純損失であること及び希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。第

　24期第１四半期連結累計(会計)期間及び第23期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につい

　ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　４  従業員は、就業人員数を記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記

載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間における、関係会社の異動は以下のとおりであります。

(1)　新規

　名　　　称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業の
内容(注)

議決権の
所有割合
(%)

関　　係　　内　　容

(連結子会社)
 
エイベックス・ミュー
ジック・パブリッシング
㈱

東京都
港区

 

10
 

音楽事業 100

当社は経営上の各種サービスの提供、
事務所の賃貸をしており、その対価と
してサービスフィーを収受しておりま
す。
役員の兼任等・・・有

 　 (注)　主要な事業の内容欄には、セグメント情報の名称を記載しております。

(2)　合併

　　 ㈱ピックスは、エイベックス・エンタテインメント㈱に吸収合併されました。

(3)　清算

　　 ㈱ヴェルファーレ・エンタテインメント及び㈱エイベックス マネジメント サービスは、清

　　 算結了し消滅しました。
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４ 【従業員の状況】
(1) 連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 1,412 [329]

(注)　従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの

　出向者を含む。）であり、臨時従業員数は[　]内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外書で記載して

　おります。なお、臨時従業員には、アルバイト、派遣社員及び業務委託の従業員を含めております。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名)  174 [37]

(注)　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨

　時従業員数は[　]内に当第１四半期会計期間の平均人員を外書で記載しております。なお、臨時従業員に

　は、アルバイト、派遣社員及び業務委託の従業員を含めております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

音楽事業 6,827 ―

映像事業 1,608 ―

合計 8,435 ―

 (注)１　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値であります。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(2) 受注状況
　　　該当事項はありません。

　
　
(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

音楽事業 15,475 ―

映像事業 3,070 ―

マネジメント／ライヴ事業 9,331 ―

その他の事業 722 ―

合計 28,600 ―

 (注)１　上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値であります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　総販売実績に対する割合が100分の10未満の相手先に対する販売高及び割合は、記載を省略しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　
(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益や個人消費等に持ち直しが見られ、改善傾

向にはあるものの、失業率が高水準にある等、依然として厳しい状況にあります。

当社グループが属するエンタテインメント業界の環境としましては、音楽ビデオを含む音楽ソフトの

生産金額が、前年同四半期比98.2％（平成22年４月～６月）、有料音楽配信売上実績が前年同四半期比

98.3％（平成22年１月～３月。以上、社団法人日本レコード協会調べ）となったほか、邦画洋画合計の興

行収入が前年同四半期比91.5％（平成22年４月～６月。社団法人日本映画製作者連盟調べ）、ビデオソフ

ト全体の売上金額が、前年同四半期比99.7％（平成22年４月～６月。社団法人日本映像ソフト協会調べ）

となる等、厳しい状況が続いております。

しかしながら、コンサート市場におきましては、動員数・売上額ともに上昇基調にあり(社団法人全国

コンサートツアー事業者協会調べ）、“リアル”に対するユーザーのニーズが高まっていることが推測

されます。また、デジタルにおいても、モバイル・インターネットを中心に、次世代通信方式の導入やス

マートフォンの普及等、インフラ及びハード両面の発達により、今後新たなコンテンツ需要が喚起される

ことが期待されます。

このような状況の下、当社グループは、アーティストの発掘・育成から、マネジメント、コンテンツ制

作、パッケージ販売、デジタル配信、コンサート制作、マーチャンダイジング、Ｅコマース、ファンクラブ運

営等までを総合的に展開する「ヴァーティカル・インテグレーション・モデル」を推進し、収益機会の

増加を図ってまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間における連結売上高は、主力アーティストのアルバム作品のリ

リースがあったこと等により前年同四半期比111.4％の286億円となりました。また、利益率の高い音楽

パッケージの販売が好調だったこと等により売上総利益率が改善、さらに、販売宣伝費の大幅な減少によ

り営業利益は26億50百万円(前年同四半期は14億54百万円の営業損失)、四半期純利益は15億98百万円(前

年同四半期は16億27百万円の四半期純損失)となりました。

　
当第１四半期連結会計期間より、従来の「パッケージ」や「ネットワーク」といった販売経路を軸と

したセグメントを、「音楽」や「映像」といったコンテンツや「アーティスト」を軸としたセグメント

に変更いたしました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　
音楽事業

大型作品のリリースが多かったため、音楽パッケージの売上高が大幅に増加いたしました。また、利

益率の高い商品の売上が好調だったこと等により、売上総利益率、営業利益率ともに改善しました。以

上の結果、音楽事業の売上高は154億96百万円、営業利益13億17百万円となりました。

　
映像事業

映像パッケージ商品の売上が好調だったこと、また昨年５月にサービスを開始した携帯電話向け映

像配信サービスＢｅｅＴＶの会員数が順調に拡大したこと等により売上高は増加しました。また、映画

配給やＢｅｅＴＶのサービス開始に係る販促宣伝費を中心に、販売費および一般管理費は大幅に減少

しました。以上の結果、映像事業の売上高は30億92百万円、営業損失は４億92百万円となりました。

　
マネジメント／ライヴ事業

アーティスト・タレントのマネジメントやマーチャンダイジングが好調に推移し、売上高・利益双
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方の増加に寄与いたしました。以上の結果、マネジメント／ライヴ事業の売上高は110億53百万円、営業

利益14億58百万円となりました。

　
(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、94億66百万円

(前年同四半期末比52億11百万円減)となりました。各区分毎のキャッシュ・フローの状況とそれらの要

因は次のとおりであります。

(営業活動におけるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は、13億28百万円(前年同四半期連結会

計期間は９億９百万円の収入)となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益が22億20百万円計上されたことによる資金の増加要因があった

ものの、未払印税の減少額14億41百万円及び法人税等の支払額19億20百万円による資金の減少要因が

あったことによるものであります。

(投資活動におけるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は、２億25百万円(前年同四半期連結会

計期間は８億51百万円)となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出３億31百万円による資金の減少要因があったことによるも

のであります。

(財務活動におけるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金の増加は、12億91百万円(前年同四半期連結会

計期間は14億５百万円)となりました。

　これは主に、長期借入金の返済による支出６億77百万円、社債の償還による支出６億28百万円及び配当

金の支払額５億87百万円による資金の減少要因があったものの、短期借入金の純増額32億円による資金

の増加要因があったことによるものであります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

　　該当事項はありません。
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(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資金調達

当社グループは現在、運転資金、設備投資資金及び事業投資資金を主に金融機関からの借入により調

達しております。

短期資金については、取引銀行３行と締結している貸出コミットメント契約(融資枠総額135億円)及

び取引銀行４行と締結している当座貸越契約(融資枠総額56億円)のほか、取引銀行より機動的に調達

を行っております。

また長期資金については、資金使途及び金融情勢等を勘案の上、安定的かつ低コストでの調達を行っ

ております。

今後につきましても、運転資金需要及び投資好機に迅速に対応し、より安定的かつ低コストの資金調

達が可能となるよう財務体質の強化に努め、必要時にはその時々の経済環境及び金融情勢を勘案し、最

適な資金調達を実施したいと考えております。

②　流動性の状況

当第１四半期連結会計期間末の現金及び預金は94億66百万円となり、前連結会計年度末より２億50

百万円の減少となっております。

当社連結ベースでの流動比率は、前連結会計年度末の120.9％に対し、当第１四半期連結会計期間末

は117.0％となっておりますが、当社グループは現金及び預金94億66百万円に加え、取引銀行３行に合

計135億円の貸出コミットメントライン（当第１四半期連結会計期間末での未使用枠は95億円）を設

定しておりますので、十分な流動性を確保しております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 184,631,000

計 184,631,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,157,81046,157,810
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数100株

計 46,157,81046,157,810 ― ―

(注)  提出日現在発行数には、平成22年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

① 平成17年６月26日第18期定時株主総会特別決議

　（平成13年改正旧商法に基づき発行した新株予約権）

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 5,770

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

(単元株式数100株)

新株予約権の目的となる株式の数（株） 577,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 3,400

新株予約権の行使期間
自　平成20年７月１日
至　平成27年６月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　3,400
資本組入額　1,700

新株予約権の行使の条件

・新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当社
又は当社子会社の取締役及び従業員地位を保有してい
ることを要する。ただし、任期満了による退任、定年に
よる退職その他正当な事由がある場合にはこの限りで
はない。
・新株予約権者が死亡した場合、その相続人による行
使は認めない。
・新株予約権の質入れ、その他一切の処分は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

② 平成17年６月26日第18期定時株主総会特別決議

　（会社法に基づく新株予約権）

　
第１四半期会計期間末現在
(平成22年６月30日)

新株予約権の数（個） 2,295

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

(単元株式数100株)

新株予約権の目的となる株式の数（株） 229,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 3,405

新株予約権の行使期間
自　平成20年７月１日
至　平成27年６月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円）

発行価格　　3,405
資本組入額　1,703

新株予約権の行使の条件

・新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当社
又は当社子会社との契約関係があることを要する。た
だし、任期満了による退任、定年退職その他正当な事由
がある場合はこの限りではない。
・新株予約権者が死亡した場合、その相続人による行
使は認めない。
・新株予約権の質入れ、その他一切の処分は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　 該当事項はありません。
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(4) 【ライツプランの内容】

　　　 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年６月30日 ― 46,157 ― 4,229 ― 5,076

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができませんので、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 　　　平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,213,500
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

42,782,100
427,821 ―

単元未満株式
普通株式

162,210
― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 46,157,810 ― ―

総株主の議決権 ― 427,821 ―

(注)  １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が600株(議決権６個)含ま

　　れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式80株及び証券保管振替機構名義の株式90株が含　

　　まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
エイベックス・グループ
・ホールディングス㈱

東京都港区南青山3-1-303,213,500 ― 3,213,5006.96

計 ― 3,213,500 ― 3,213,5006.96

　

　

　

２ 【株価の推移】

 【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 870 1,1821,203

最低(円) 791 853 1,050

　(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,466 9,717

受取手形及び売掛金 14,702 13,097

営業投資有価証券 2 2

営業出資金 414 436

商品及び製品 1,101 976

仕掛品 2,214 2,737

原材料及び貯蔵品 345 358

その他 12,508 13,044

貸倒引当金 △359 △372

流動資産合計 40,395 39,999

固定資産

有形固定資産

土地 29,590 29,590

その他（純額） ※1
 7,271

※1
 7,312

有形固定資産合計 36,862 36,902

無形固定資産 1,204 1,239

投資その他の資産

投資有価証券 11,478 11,759

その他 5,319 4,996

貸倒引当金 △322 △305

投資その他の資産合計 16,475 16,451

固定資産合計 54,542 54,593

資産合計 94,938 94,593

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,164 1,480

短期借入金 5,000 1,800

1年内返済予定の長期借入金 2,900 2,640

1年内償還予定の社債 1,496 1,496

未払金 9,687 8,060

未払法人税等 617 1,999

返品引当金 3,812 3,692

資産除去債務 24 －

その他 9,838 11,926

流動負債合計 34,540 33,095

固定負債

社債 7,914 8,542

長期借入金 19,397 20,335

引当金 606 1,286

資産除去債務 294 －

その他 1,329 1,067

固定負債合計 29,541 31,230

負債合計 64,082 64,326
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,229 4,229

資本剰余金 5,001 5,001

利益剰余金 25,834 25,095

自己株式 △5,469 △5,469

株主資本合計 29,595 28,856

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22 70

為替換算調整勘定 △206 △206

評価・換算差額等合計 △184 △135

新株予約権 326 326

少数株主持分 1,118 1,218

純資産合計 30,855 30,266

負債純資産合計 94,938 94,593
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 25,679 28,600

売上原価 17,705 18,264

売上総利益 7,973 10,335

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 3,568 2,078

販売促進費 517 258

従業員給料及び賞与 1,528 1,623

その他 3,813 3,724

販売費及び一般管理費合計 9,427 7,685

営業利益又は営業損失（△） △1,454 2,650

営業外収益

受取利息 2 10

受取配当金 5 4

その他 12 31

営業外収益合計 19 46

営業外費用

支払利息 195 158

持分法による投資損失 63 40

為替差損 － 81

その他 96 19

営業外費用合計 355 299

経常利益又は経常損失（△） △1,789 2,398

特別利益

投資有価証券売却償還益 － 57

保険解約返戻金 － 44

役員退職慰労引当金戻入額 － 55

その他 － 18

特別利益合計 － 175

特別損失

保険差損 99 －

投資有価証券評価損 11 70

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 220

その他 15 61

特別損失合計 126 353

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,915 2,220

法人税、住民税及び事業税 507 500

法人税等調整額 △346 222

法人税等合計 160 723

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,497

少数株主損失（△） △448 △100

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,627 1,598

EDINET提出書類

エイベックス・グループ・ホールディングス株式会社(E02453)

四半期報告書

17/28



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,915 2,220

減価償却費 411 462

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 220

賞与引当金の増減額（△は減少） △965 △784

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △91 △100

株主優待引当金の増減額(△は減少） △68 △43

受取利息及び受取配当金 △7 △15

支払利息 195 158

投資事業組合運用損益（△は益） 2 △2

持分法による投資損益（△は益） 63 40

投資有価証券評価損益（△は益） 11 70

売上債権の増減額（△は増加） 7,293 △1,594

たな卸資産の増減額（△は増加） 352 414

前渡金の増減額（△は増加） △499 311

未払金の増減額（△は減少） 1,172 1,563

未払印税の増減額（△は減少） △2,522 △1,441

その他 8 △480

小計 3,442 999

利息及び配当金の受取額 175 104

利息の支払額 △233 △190

法人税等の還付額 － 1

法人税等の支払額 △2,474 △2,244

営業活動によるキャッシュ・フロー 909 △1,328

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △357 △331

無形固定資産の取得による支出 △446 △186

投資有価証券の取得による支出 △59 △20

投資有価証券の売却及び償還による収入 15 90

その他 △2 221

投資活動によるキャッシュ・フロー △851 △225

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,000 3,200

長期借入金の返済による支出 △427 △677

リース債務の返済による支出 △29 △15

社債の償還による支出 △628 △628

少数株主からの払込みによる収入 2,100 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △609 △587

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,405 1,291

現金及び現金同等物に係る換算差額 47 12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,511 △250

現金及び現金同等物の期首残高 13,166 9,717

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 14,677

※
 9,466
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
 

 

当第１四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日  
至  平成22年６月30日)

１　連結の範囲に関する事

　　項の変更

　

連結子会社

(1)　連結の範囲の変更

　エイベックス・ミュージック・パブリッシング㈱は、当第１四半期連結会計期

間において新たに設立したことにより連結子会社に含めております。

　当社の連結子会社であるエイベックス・エンタテインメント㈱が同社の100％

子会社である㈱ピックスを平成22年４月において吸収合併いたしました。

　㈱ヴェルファーレ・エンタテインメント及び㈱エイベックス マネジメント 

サービスは、当第１四半期連結会計期間において清算結了したことにより当第１

四半期連結会計期間末における連結子会社に含めておりませんが、清算結了日ま

での損益計算書及びキャッシュ・フロー計算書については連結しております。

　なお、Avex Asia Holdings Ltd.は、平成22年４月をもって商号をAvex

International Holdings Ltd.に変更いたしました。

（2)　変更後の連結子会社の数

　　　16社

２　会計処理基準に関する

　　事項の変更

　

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計計

基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ４百万円減少し、税金等調整前四

半期純利益は、224百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による

資産除去債務の変動額は、316百万円であります。

　

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日  
至  平成22年６月30日)

(四半期連結貸借対照表関係)

　前第１四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めていた「未払金」は、資産総額の100分の10を

超えたため、当第１四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第１四半期連結会計期間

の流動負債の「その他」に含まれる「未払金」は10,059百万円であります。

(四半期連結損益計算書関係)

１ 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づき「財務諸表等規則等の

用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用

に伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

２ 前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「為替差損」は、営業外費用総額

の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第１四半期

連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は45百万円であります。
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【簡便な会計処理】

　
 

 
 

当第１四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日  
至  平成22年６月30日)

１　たな卸資産の評価方法

　

　当第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し

前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定してお

ります。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２　法人税等並びに繰延税

　　金資産及び繰延税金負

　　債の算定方法

　

　法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要

なものに限定しております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会

計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認

められる場合に、前連結会計年度末決算において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法を適用しております。

　

【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 　7,222百万円※１　有形固定資産の減価償却累計額　 　6,980百万円

　２　保証債務

　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、

債務保証を行っております。

㈱エイベックス＆イースト 40百万円

　３　財務制限条項

　　　当社が取引銀行３行と締結している融資枠総額

13,500百万円のコミットメントライン契約及び金銭

消費貸借契約3,000百万円については、各年度の四半

期決算や年度決算における連結貸借対照表の純資産

の部の金額や連結損益計算書の営業利益等より算出

される一定の指標等を基準とする財務制限条項が付

加されております。

　なお、平成22年６月末現在、財務制限条項の対象と

なる借入金残高は7,000百万円（コミットメントラ

イン契約による短期借入金4,000百万円及び金銭消

費貸借契約による長期借入金3,000百万円(１年内返

済予定の長期借入金150百万円含む))となっており

ます。

　２　保証債務

　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、

債務保証を行っております。

㈱エイベックス＆イースト 40百万円

　３　財務制限条項

　　　当社が取引銀行３行と締結している融資枠総額

13,500百万円のコミットメントライン契約及び金銭

消費貸借契約3,000百万円については、各年度の四半

期決算や年度決算における連結貸借対照表の純資産

の部の金額や連結損益計算書の営業利益等より算出

される一定の指標等を基準とする財務制限条項が付

加されております。

　なお、平成22年３月末現在、財務制限条項の対象と

なる借入金残高は3,400百万円（コミットメントラ

イン契約による短期借入金400百万円及び金銭消費

貸借契約による長期借入金3,000百万円）となって

おります。

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

　※　現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期　

　間末残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記さ

　れている科目の金額との関係(平成21年６月30日現

　在)

　
現金及び預金 14,677百万円

　　　計 14,677百万円

現金及び現金同等物 14,677百万円

　※　現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期

　間末残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記さ

　れている科目の金額との関係(平成22年６月30日現

　在)

　
現金及び預金 9,466百万円

　　　計 9,466百万円

現金及び現金同等物 9,466百万円
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(株主資本等関係)

　当第１四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４

　月１日  至  平成22年６月30日)

　
１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 46,157,810

　
　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,214,653

　
　
３　新株予約権の四半期連結会計期間末残高

会社名 内訳
当第１四半期

連結会計期間末残高
(百万円)

提出会社 ストック・オプションとしての新株予約権 326

合計 ― 326

　

　

４　配当に関する事項

　(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金
の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月27日
定時株主総会

普通株式 858 20.00
平成22年
３月31日

平成22年
６月28日

利益剰余金

　

　(2)　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期

 連結会計期間の末日後となるもの

　　　 　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

　
前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　
ＣＣ事業
(百万円)

ＰＣ事業
(百万円)

ＮＣ事業
(百万円)

ＬＣ事業
(百万円)

その他
の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)
　

連結
(百万円)
 

売上高
　 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

3,0637,8209,0085,252 534 25,679 ― 25,679

(2) セグメント間の
　　内部売上高

又は振替高
6,516 369 201 507 385 7,981△7,981 ―

計 9,5808,1909,2095,760 920 33,660△7,98125,679

営業利益又は営業損失
(△)

△3,667△　124 1,729 39 126△1,895 441△1,454

 (注)１　事業の区分の方法

事業区分は、コンテンツ制作・製品・サービス等の種類・性質、販売形態等の類似性を考慮し、「ＣＣ事業(コ

ンテンツ・クリエイティヴ事業)」、「ＰＣ事業(パッケージ・コミュニケーション事業)」、「ＮＣ事業(ネッ

トワーク・コミュニケーション事業)」、「ＬＣ事業(ライヴ・コミュニケーション事業)」、「その他の事

業」の５事業に区分しております。 

２　各事業の主な製品・サービス

(a)ＣＣ事業　

　(コンテンツ・クリエイティヴ事業）

……音楽・映像コンテンツの企画・制作、アーティスト・タ

レントのマネジメント業務、音楽出版事業、著作隣接権等

印税収入、映画製作・配給、スタジオ運営、モバイル向け

会員制映像配信事業

(b)ＰＣ事業

　(パッケージ・コミュニケーション事業)

……音楽・映像パッケージの製造・販売事業

 

(c)ＮＣ事業

　(ネットワーク・コミュニケーション事業)

……音楽・映像コンテンツの配信事業、会員制事業、ファンク

ラブ事業、マーチャンダイジング事業

(d)ＬＣ事業

　(ライヴ・コミュニケーション事業)

……コンサート・イベントの企画・制作・運営

(e)その他の事業

 

……新人アーティストの開発・育成事業、スクール事業(エイ

ベックス・アーティストアカデミー)、レストラン事業、

不動産賃貸事業 等

　  　なお、その他の事業には、不動産賃貸事業に係る売上高228百万円((1)外部顧客に対する売上高 122百万

　円、(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 106百万円)、営業利益 61百万円が含まれております。

　

　

　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　

　
　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

　当社グループは、持株会社である当社と事業会社である関係会社から構成されております。各事業会社で

は、音楽、映像及びアーティストを中心とした事業活動を展開しており、音楽コンテンツ及び映像コンテン

ツに関する企画・制作・パッケージの販売・配信、アーティスト・タレントのマネジメント、マーチャンダ

イジング及びライヴ・コンサートの企画・制作・運営が主な事業セグメントとなっております。

　したがって、当社グループは、音楽、映像及びアーティストを軸として各事業セグメントを集約した「音楽

事業」、「映像事業」及び「マネジメント／ライヴ事業」の３つを報告セグメントとしております。

　「音楽事業」は、音楽コンテンツに関する企画・制作・パッケージの販売・配信等を行っております。

「映像事業」は、映像コンテンツに関する企画・制作・パッケージの販売・配信等を行っております。「マ

ネジメント／ライヴ事業」は、アーティスト・タレントのマネジメント、マーチャンダイジング及びライヴ

・コンサートの企画・制作・運営等を行っております。　

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　 　 　 　 　 　 　 　　(単位：百万円)

　 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３　 音楽事業 映像事業

マネジメン
ト／ライヴ
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 15,4753,070 9,33127,87872228,600 ― 28,600

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

20 21 1,721 1,763 324 2,087△2,087 ―

計 15,4963,09211,05329,6411,04630,688△2,087 28,600

セグメント利益又は損
失(△)

1,495△　492 1,458 2,461 187 2,648 1 2,650

 (注)１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スクール事業及び飲食店事業等を

含んでおります。

　　 ２　セグメント利益の調整額１百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。

　　 ３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

　(追加情報)

　当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20号　平成20年３月21日)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１ １株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 684円89銭
　

　 　

　 668円82銭
　

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 30,855 30,266

普通株式に係る純資産額(百万円) 29,411 28,721

差額の主な内訳(百万円）
　新株予約権
　少数株主持分

326
1,118

326
1,218

普通株式の発行済株式数(千株) 46,157 46,157

普通株式の自己株式数(千株) 3,214 3,214

1株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
（千株）

42,943 42,943

　

２ １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

　 　

１株当たり四半期純損失金額(△) △37円90銭
　

　 　

１株当たり四半期純利益金額 37円22銭
　

(注)１　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

　純損失であること及び希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有し

　ている潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　３　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益金額又は四半
期純損失金額(△)(百万円)

　　△1,627 1,598

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)(百万円)

　△1,627 1,598

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,943 42,943

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式につい
て前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

― ―
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(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月11日

エイベックス・グループ・ホールディングス株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  松　本　 　   仁  　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  石　上　  卓　哉    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  滝　沢　  勝　己    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエイ

ベックス・グループ・ホールディングス株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計

年度の第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エイベックス・グループ・ホールディングス

株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累

計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月４日

エイベックス・グループ・ホールディングス株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  松　本 　 　　仁  印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  滝　沢　  勝　己　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエイ

ベックス・グループ・ホールディングス株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計

年度の第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エイベックス・グループ・ホールディングス

株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累

計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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